



























一方,圧力下で,キュー リー 温度 (以下, Tcと略す )の変化の様子を,高性能磁石材料と
して注目されているNd2Fel｡B(常圧でのTc:586K),及びY2Fel｡B(571K),Ce2
Fe14B(422K)について,電気抵抗変化を測定することにより,調べたOその結果,3種類
とも圧力に対して,強磁性体の中では大きな Tc の減少を示し,それぞれ,5･7GPa, 4･5
GPa,2.OGPaで室温まで下がった｡この様子を二元系のR-Fe化合物の場合と比較 した
ところ,これとは異なる圧力変化を示していることがわかった｡ところで,このCe2Fe14B
について,0.55GPaで600Kまで温度を上昇させた後に Tcを測定すると,前述の場合に比
べ,その後の各圧力とも若干高目の値となり,加圧後のT｡も50K上昇するという結果が得
られた｡
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